
うち当該年度の森林
環境譲与税（千円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

意向調査、集積
計画等作成

鏡野町森林づくり
センター経常管理
費

1,903 1,903
森林経営管理制度に関する事務を含む森
林・林業の総合窓口としての森林づくりセ
ンター運営を行っている。

町職員４名、森林組合職員１名、地域林政ア
ドバイザー１名の計６名で運営。

木造建築物の整
備等

木材需要拡大推進
事業

4,573 4,573

令和３年度４月から町産材を使用した木の
学習机の中学校へ導入している。

町内の新生児に対して乳幼児用の玩具を作
成し配布を行っている。

木製品導入の為の試作品の作成を行ってい
る

・次年度導入予定の木の学習机の購入（100
基）及び組立てワークショップを開催（町内
７小学校小学６年生対象）

・令和４年度乳幼児玩具７９件配布

・子育て支援課と連携し、木製品の試作品を
2件作成
（子供用姿勢矯正椅子、妊婦さんへの木の小
物入れのプレゼント）

その他（森林整
備）

林業振興地域対策
事業

450 450
森林整備を促進するため、災害等により車
両の通行が出来ない作業道の修繕に対する
補助を実施。

作業道修繕３件（延長840m）。

その他（森林整
備）

森林資源解析事業 41,567 41,567

町内の森林資源の詳細なデータを把握する
ため、立木本数や樹高などの森林資源デー
タの測定及びGIS等の森林システムに取り
込み、森林経営管理制度や各種事業を円滑
かつ効率的に行うシステム構築を委託

令和３年度から令和５年度にかけて、航空
レーザー計測等を活用した調査を委託してい
る。令和４年度は航空レーザー測量による解
析、現地調査完了。

令和５年度に導入予定

意向調査、集積
計画等作成

森林経営管理制度
推進事業

209 209
森林の現況調査や森林経営管理法に基づく
意向調査の実施、意向調査の結果に基づい
た集積計画の作成準備を実施。

上齋原地区の現地調査を実施

富仲間地区・富東谷地区において経営管理権
集積計画を２件公告済　約5.9ha

担い手確保
林業就業者支援事
業

5,724 5,724
担い手の育成の確保に向け、林業の新規就
業者及び林業事業体に対して補助を実施。

令和４年度の実績として新規就業者３名、事
業体２社への補助を行った。

その他（木材・
普及啓発関係）

貯木場整備事業
（Ｒ３明許繰越分
を含む）

152,512 21,784 24,128 106,600
町産材の利用促進・拡大を図るための貯木
場造成ための工事を実施。

貯木場整備の為の敷地造成、管理棟建設工
事、管理運営体制構築に係る費用に充当

合計 206,938 76,210 24,128 106,600

税導入の効果

税の活用により、

・地域林政アドバイザー制
度を活用した森林づくりに
関する専任部署を運用し、
森林経営管理制度に基づく
経営管理権集積計画を2件
を令和４年度中に公告済。
今後も引き続き森林所有者
と協議を進め、放置森林解
消に向け鏡野町による森林
管理事業や、経済林の事業
体への再委託を推進する。
　
・町内に点在している貯木
場の集約による町産材利用
促進の為の貯木場整備に着
手し令和４年度に落成。令
和５年４月11日より一般の
受付を開始し、町内一帯の
木材集積場として機能して
いる。
　
・令和３年度から、林業就
業査支援事業にも着手し、
受け入れ先の林業事業体及
び新規就労者３名の支援に
繋がった。

・令和４年度においても中
学校への木の学習机の導入
することができ、町産材利
用及び木育の推進に繋がっ
た。令和３年度末から事業
展開している新生児を対象
とした乳幼児玩具７９個の
配布に取り組み、木材需要
の拡大に繋がった。

・令和４年度は基金より繰
入を実施している。基金内
の残額については、次年度
の森林資源解析事業や貯木
場管理運営事業、令和５年
度以降の市町村森林経営管
理事業の財源とするために
基金積立を行っている。

令和４年度　森林環境譲与税に関する決算状況一覧（岡山県鏡野町）
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